ふり返ってみよう。
☆「学び」リフレクション素直に正直にやることが大切です。
【自己診断です】「できた・できなかった」、「上手い・下手」ではありません。下記の項目をより心がけて挑戦できたか？パフォーマンス評価です。
校内研等で活用下さい
□にチェック
	
	　　　　　　　　　　　　項　　　　　目
	はい
	いいえ

	「できた」「できなかった」ではありません。心がけて挑戦したか？です。気軽に素直に回答ください。
	１．教師自身のテンションを下げ、声のトーンを下げて話すよう心がけた。
	□
	□

	
	２．ゆっくりした言葉で話すように心がけた。
	□
	□

	
	３．教師の一方的な話をつつしみ、「聴く」を心がけた。
	□
	□

	
	４．「教える」から「気づかせる・感じさせる。」→「発信」から「受信」へ
	□
	□

	
	５．思考や学びを深める、発問や課題を考えた授業を心がけた。
	□
	□

	
	６． 発問後に、しっかり考える「間」を与える事を心がけた。
	□
	□

	
	7. 　子どものつぶやきを拾うよう心がけた。
	□
	□

	
	8.　子どもの仕草や、表情を見とれるように心がけた。
	□
	□

	
	9.　子どもの「何か言いたそう」を見取ることを心がけた。
	□
	□

	
	10.大きな声で怒鳴って、統制しないように心がけた。
	□
	□

	
	11.授業の中で弱い子に、寄り添うことを心がけた。
	□
	□

	
	12.放課後や休み時間などに子どもに寄り添うことを心がけた。
	□
	□

	
	13.子どもの困り感に気づき、声かけや対応を心がけた。
	□
	□

	
	14.授業の中に協同的活動を取り入れるよう心がけた。(ペアやグループ活動)
	□
	□

	
	15.「学び」に参加できない子へのケアを心がけた。
	□
	□

	
	16.共有場面は、必要最小限の発表回数を心がけた。(全員発表にこだわらない)
	□
	□

	
	17.学校内外で同僚や家庭の愚痴をこぼさないようにした。
	□
	□

	
	18.困り感のある同僚へ声かけを心がけた。(相談にのった。)
	□
	□

	
	19.日常の授業について、同僚と積極的に話すことを心がけた。
	□
	□

	
	20.教師と子ども・子どもと子ども・教師と教師、
互いに「聴き合う」関係づくりを心がけた。
	□
	□

	
	総合得点20点満点　1項目1点
	　　　　点


（注）：自己にあまり厳しくならないように心がけてやってください。





反省・省察(リフレクション)は、常に次期に活かすためにやるが鉄則です。








